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 リーディングスキルの向上 ～なぜ読解力が必要なのか 

 
11 月 17 日、福島県「ＡＩ時代を生き抜く読解力向上事業」の研究協力校として、西会津中で公開授業研

究会を開催しました。県内外からオンラインも含めて、多くの方に参観いただき、学び多き研究公開となり
ました。全体会では、教育のための科学研究所の目黒朋子先生のご講演をいただきました。ＡＩと共存して
いくことになる子どもたちは、ＡＩを使いこなすために、「ＡＩの間違いを判断できる力、ＡＩの特性を理解
できる力、ＡＩを活用しつつ真実を見極める力」が必要であるとの話がありました。そのもととなるのが、
本校が取り組んでいるリーディングスキル（基礎的・汎用的読解力）の向上です。なぜなら、情報を正確に
読み取ることが、ＡＩを使いこなすことにつながるからです。 
 これからの時代は、多くの情報があふれています。中には、誤情報や偽情報、偏った意見、不確定な情報、
根拠や出典が明らかではない情報などが入り乱れています。ＡＩと共存するということは、これらの情報と
も共存するということです。だからこそ、情報を正確に読み取ることが、これからの時代に必要なのです。 
 そして、何より学習の土台である「基礎的・汎用的読解力」を身に付けることは、自ら学んでいくことに
つながります。 
 
  
 
 リーディングスキルテストは、係り受け解析（文章の基本構造を把握する力）、照応解決（代名詞などが指
す内容を認識する力）、同義文判定（２つの文の意味が同一かどうかを判断する力）、推論（基本的な知識と
常識から論理的に判断する力）、イメージ同定（文章と図表などを正しく対応させる力）、具体例同定（定義
を読み、それと合致する具体例を認識する力）の６つの分野に分かれます。このテストの分析をもとに、読
解力の向上に３年間取り組んできた３年生は、11月の今年度２回目のリーディングスキルテストで、それぞ
れの分野の数値を大きく伸ばしています。 
継続していくことで、読解力を伸ばすことができることができます。そのことを信じ、これからも「言葉

にこだわった授業」に取り組んでいきます。 
 
 
 
 
 

 

ビブリオバトル福島県大会「優勝」～進化する発表～ 

１１月２０日には第７回ビブリオバトル福島県大会が行われました。これま
での学級予選会、全校予選会を勝ち抜いた３年 折笠遥南さんが、西会津中の代
表として、見事に福島県で優勝しました。本当にすばらしいプレゼンでした。何
より素晴らしいのは、やる度に進化するその発表でした。見えないところでどれ
だけ努力を重ねてきたかを感じさせます。聴く人にまっすぐに伝わる、模範にし
てほしい発表でした。 
読解力の向上につながる活動として取り組んできたビブリオバトルですが、

発表力の向上に大きくつながっていると感じます。 
私は、一日ビブリオバトルの発表を聞いていて、その素敵な発表の連続に、本

がとても読みたくなり、本屋に直行しました。 

授業参観しながら、時々私か
ら、生徒たちに課題を出してい
ます。 
「校長先生、わかりました」

と説明に来てくれる生徒たち
がいます。説明することができ
るということは、本当に読めて
いる、理解できているというこ
とにつながります。アウトプッ
トを大切にして、学んでいきま
しょう。 

教科書が読める→1人で勉強できる→新しい知識を獲得できる→テスト結果も良い→やる気が高まる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月の予定 

 2 日（木） 避難訓練 
 ４日（土） 西会津町子どもの主張大会 
 6 日（月） 手作り弁当デー 
 ７日（火） ２年救急救命講習 
 ８日（水） 後期専門委員会中間反省 
１０日（金） 授業参観 

１年人権教室 
１３日（月） ファミリー学級 
１４日（火） ３年和紙づくり教室 
１５日（水） 調査書作成委員会 
１６日（木） ２・3年認知症サポートセミナー 
１７日（金） １年高齢者疑似体験 
２０日（月） ３年租税教室 
２３日（木） 第２学期終業式 

校内駅伝競走大会 ～苦しくても、力を合わせて乗り越えます～ 

１０月２７日～２９日の３日間、３年生が北関東方面に修学旅行
に行ってきました。日光、那須という栃木県だけでなく、群馬方面
まで足を伸ばした３日間の修学旅行は、本当に素敵な時間になりま
した。コロナ禍の中、修学旅行に行けたことに感謝する生徒たち。
その素直な心が素晴らしいです。行き先は例年と違っても、いつま
でも３年生の心に残る旅行になったと確信しています。 
修学旅行の実施に際して、ご理解とご協力をいただきました保護

者の皆様に、この場をお借りして、心から感謝いたします。本当に
ありがとうございました。 

 

３年生 修学旅行 ～笑顔・学び・感謝～ 

２年生 研修旅行 ～全員での学び～ 

新人県大会（バレーボール・卓球）、ふくしま駅伝 ～西中生は走り続けます～ 

11 月 10 日の３・４校時に校内駅伝競走大会を実施しました。どのクラ

スも大きな声で応援しながら、最後まで襷をつなぎました。 

まさに力走。17 チームプラス教員チームが精一杯の走りをしました。長

距離を走ることを苦手にしている生徒もいます。でも、クラスの仲間の応援

を受け、一人一人ができる限りの走りをしました。苦しくても、それを乗り

越えることができるのもクラス対抗の良さだと感じます。そして、苦しいこ

とから逃げずにやり遂げることの大切さも感じた一日でした。 

２年生は、３年生が修学旅行に行っている間に研修旅行で会
津若松市に出かけました。身近な場所ですが、知らない歴史や
文化を直接見聞きし、たくさんのことを学ぶことができた研修
旅行になりました。全員で会津について学べたことは、来年度
の修学旅行につながる大きな経験になりました。 

11 月には新人戦の県

大会が行われ、バレーボ

ール部と卓球部が出場

しました。それぞれ、県

大会を肌で感じること

ができ、次への目標を持 
つことができた大会になりました。 

また、21日にはふくしま駅伝が行われ、西会津中から

６名の生徒が走りました。襷を最後までつなぐ素晴らし

い走りでした。これまで、毎日朝練にも参加し、走り続け

た生徒たち。その努力が一人一人の大きな力となってい

ると確信しています。 

 目標を持って、努力することが大切なのは多くの人が

言うことです。大切なのはその努力を継続すること。途

中であきらめないことです。「１００回やったけどダメで

した」と思うこともあるかもしれません。でも、もしかし

たら「101回目」にはできるようになるかもしれません。

その回数は誰にも分かりません。 

 それぞれの目標に向かって、走り続けることを西中生

はやめません！！ 

  


